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デジタルデータを活用した鉄筋出来形計測技術の概要

１　会社名・所属：
２　担当者氏名　：

	対象構造物
	


	技術の概要
（計測原理、計測機器の構成、計測手順、計測範囲、データ種類、データ取得方法等）

※パンフレット、発表論文等で概要が分かる場合は、添付してください
	




	計測項目
	下表の計測可否欄に、凡例に従い記入して下さい。
○：自動計測可能
△：画像上で手動計測可能
×：計測不可能
	計測項目
	計測可否

	鉄筋の材質
	

	鉄筋の外観
	

	鉄筋の本数
	

	鉄筋径
	

	鉄筋間隔
	

	鉄筋の定着
	フックの形状
	

	
	フック長
	

	鉄筋の重ね継手
	継ぎ手の位置
	

	
	重ね継手長
	

	
	結束線による緊結
	

	かぶり厚
	スペーサーの個数
	

	
	スペーサーの寸法
	




	計測ごとにばらつきがないことを確認する方法

※例えば、従来方法との比較を行う頻度（現場毎に１回、段階確認毎に１回、確認部位ごとに１回など）
	




	計測に必要な準備作業（マーカーの設置等）
	

	計測上の制約条件（気象条件、仮設物が必要等）
	

	計測結果の表示方法、表示例等
	




	従来方法に比較した生産性向上効果
	従来方法と画像計測の作業量を記入して下さい。
作業内容は、適宜書き変えて頂いて構いません。
想定した計測条件も記入して下さい。

計測条件：
	作業内容
	作業量（人・時間）

	
	従来方法（スケール等）
	画像計測

	準備作業
	
	

	自主検査
	
	

	立会確認
	
	

	計
	
	




	その他留意事項
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